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　平成21年度に実施した役員と管理職教職員との宿泊研修を、平成22年度は参加対象者を准教授・講師、係長クラス

の職員まで拡げ、若い世代にも本学の課題について考える機会を提供することにより、教職員一丸となって積極的に課

題に挑戦する土壌作りに努めることができました。 

　また、研修アンケートでの意見や提案を受けて、以下の取り組みを実施していきます。 

　業務が多様化・複雑化する中で、職員が培ってきた高度な専門的知識や経験を評価・活用することにより、職員のモラー

ルを高め、事務組織の活性化をねらいとしたものです。 

　係長から課長と昇進していく「マネジメントコース」と、専門職員、主幹等として高度な専門性を持って職務を遂行する

「スペシャリストコース」を設けました。 

　また、合わせて課長補佐相当職の応募式登用制度を導入し、平成22年度には、この制度により4名の課長補佐を登用

しました。 

・第2期中期目標・中期計画と関連した目標値
として、「大学評価指標」40件を設定しました。 

・目標達成に向けては、各理事の下、関連部署
が中心となり取り組みました。 

・指標の達成状況は、教職員及び学生が常時
確認できるよう、学内ホームページに公開し

ています。 

・本取組は 、国立大学マネジメント研究会発行
「大学マネジメント」4月号で紹介されました。 

・今後は、部署毎や個人毎の目標設定にまでつ
なげていけるよう、さらなる発展を考えてい

きます。 
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社会貢献・国際交流 
－社会に、世界に、オープンスタンス－ 

業務運営・改善 
－大学を支える組織づくり－ 

・東近江医療圏において地域医療再生計画モデル事業を展開しています。国立病院機構と連携して総合内科学講座と
総合外科学講座を設置し、5名の医師を派遣しています。今後、東近江市の国公立3病院を再編し「東近江総合医療セ

ンター」を設置、安定した医療の提供を図っていきます。 

・国際交流の一環として、平成21年から心臓血管外科浅井教授等のチーム
がベトナムのチョーライ病院に招かれ、心臓血管外科手術の技術指導を行っ

ています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成23年3月には、2回目の指導に一週間滞在し、重症感染性心内膜炎の

僧帽弁形成手術や破裂例に対する緊急大動脈弓部全置換、心拍動下バイ

パス術など、5日間に合計10例の難易度の高い心臓手術を英語と片言の

ベトナム語で現地スタッフと協力して行い成功させました。　　　　　　

現地スタッフの学習意欲はすばらしく、私たちも刺激を受け密度の濃い交

流となりました。若手外科医を含めた今後の発展的な交流が双方から期待

されています。 

・国際交流協定校からの留学生を経済面でサポートするため「滋賀医科大学
留学生研修助成制度」を立ち上げ3名の募集を行ったところ、27名の応募

があり、平成22年度は5名の留学生を受け入れました。 

社会貢献 大学を支える人材を育むための宿泊研修 

事務組織におけるキャリアマップ等の策定 

大学評価指標を設定して目標を達成 

・滋賀県より災害拠点病院（地域災害医療センター）として指定を受け、「湖南地域
局所災害時おける医師派遣出動要請合意締結書」に調印をしました。 

・生殖医療センターの設置、NICUを9床に、GCUを12床に増床して周産期医療
の中核的役割を果たす体制を整えました。 

・癌や認知症などをテーマに22回の公開講座を実施し、受講者は延べ1，378名
にのぼりました。 

・膳所高校とのスーパーサイエンスハイスクール
コアＳＳＨ事業として授業と実習を実施しました。

また、膳所高校、虎姫高校との高大連携事業で、

12回の授業や実習を行いました。 

・県内の小中高校生を対象に、18件の出前授業
を実施しました。参加者数は874名でした。 

A.学生の受け入れに関する目標 

Ｂ.教育方針・内容・方法および成果に関する目標 

目標指標 

地域出身者の割合 

国家試験新卒者 
合格率 

・地域出身者の 
　志願者数および入学者数 
平成21年度実績 
  ①志願者数 
　　  医学科：75名 
　　  看護学科：62名 
  ②入学者数 
　　  医学科：20名 
　　  看護科：29名 

平成21年度実績 
  ①医師 99.0％ 
  ②看護師 100％ 
  ③保健師 94.5％ 
  ④助産師 99.7％ 

①医師 95％以上を目指す 
②看護師 98％以上を目指す 
③保健師 98％以上を目指す 
④助産師 95％以上を目指す 

説明 平成22年度目標値 

目標指標 説明 平成22年度目標値 

  ①志願者数 
　　  医学科：65名 
　　  看護学科：59名 
  ②入学者数 
　　  医学科：20名 
　　  看護科：25名 
　　　　以上を目指す。 

高大連携の実習 公開講座 

教職協働／大学を支える人材を育むための研修を実施し、参加者が課題を認識し、各人の職務への意欲向上につなげる。 

組織運営と教職員の意識／役員と教職員で情報を共有し、大学活性化に向けた意見等を大学の運営に生かす。 

事務職員の能力向上／マネジメントコース及びスペシャリストコースのキャリア形成の道筋に沿った育成を行い、 
　　　　　　　　　  職制能力指標（職階別標準職務表）を踏まえた配置、昇格等を行う。 

勤務環境／労働条件の改善については、役員会として、常に問題意識を持って取り組む。 

高大連携の推進／高大連携として、膳所高校、虎姫高校及び立命館守山高校の学生に対し授業等を実施。 
　　　　　　　　将来、これを活かした基礎医学研究者の育成を考えていく。 

研修医の確保／研修プログラムの評価と見直しを行い、魅力あるものとしていく。 


